
ブナ植えは回も重ね、今年は

２６回目となりました。

今年の文化の日のブナ植えは、

今までで一番の絶好の好天・名

実共に「小春日和」でした。

我が農舎のロッヂには前日か

らお米をご利用下さっている消

費者の方々が、関東方面を始め札幌からもお越し下さって愉しい前夜祭ができました。

ブナは、緑のダムと呼ばれるように、降った雨は豊富な広葉を持つブナの木々が受け止め、

深く張った根、ブナの落ち葉、腐葉土がその雨水を蓄え、徐々に排出する機能があります。

かつての秋田の山々は、裾野は天然秋田杉と樫や楢などの広葉樹の混交林（こんこうりん）

その上は一面のブナ林でしたが、戦後の植林政策ですべてが造林杉に変貌しました。

私たちがブナを植えを始めた頃、地元の古老は「昔は、馬場目川を始め、どの河川も一年

中、水が枯れることはなかった。」と言っていました。

ブナが皆伐され造林杉に変ってからは、夏には河の水が枯れ、雨季には一揆水が出るなど

河が暴れるようになったのです。

私たちのブナ植えは、面積は小さく、治水効果は微々たるものです。でも、地元の人々に

合成洗剤、農薬、化学肥料など、水や自然環境への問題意識が高まってきています。

皆さんのご支援のお陰でブナ植えは、長年の恒例行事になりました。カンパ頂いたブナ券

代は、苗木調達費用などに大切に活用し「秋田ぶなを植える会」の事務局より会計や活動報

告を後日郵送させていただきますが、先ずは、本年の植栽終了報告とお礼を申し上げます。

ところで、我が農舎のお米作りは、農薬や化学肥料をほとんど使わない、美味しく安全な

手間暇かけたコストの高い米作りです。農政方針の省力・多収穫・コスト低減から外れた、

このような異端の栽培が続けられるのは、皆さんのご理解ご支援のお陰です。年末にあたり

このお礼と、皆さまご一家の健康で素敵な新年をお迎え下さることをお祈り致します。

稲刈りが終わると、文化の日のブナの植栽の

準備や正月用のお餅に使うモチコメの籾摺り。

我が農舎の年間作業サイクルで、田植え、稲刈

り、年末のお餅などの発送と共に、４つの作業

ピークの一つとなります。

また、この合間を使って、この数年は、田圃

の排水を促進するための暗渠（あんきょ）工事

に１１月は費やすことになります。

今年は、１１本の暗渠施行を行いました。

☆正月５日迄の定期配送のお米は、繰り上げ発送・年末お届けにさせて頂きます。

提 携 米 通 信
201８年12月号・黒瀬農舎

Rice Lodge Ogata

★黒瀬農舎からの返信メールが自動的に迷惑メールフォルダに分類されていることがあるようです。
返信のメールが届かない場合は迷惑メールフォルダの確認やメールの設定をご確認下さい。

★宅配便運賃の値上がりに伴い、複数の運送会社を使うことに致しました。そのため、出荷日／サイ
ズ／お届け先によっては、以前（前回）と運送会社が異なることがあります。ご了承下さい。

☆
我
が
農
舎
は
、
電
話
受
付
の
専

任
ス
タ
ッ
フ
は
お
り
ま
せ
ん
。
日
中

は
倉
庫
作
業
等
で
、
留
守
電
受
付

け
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
ご
了
承

お
願
い
し
ま
す
。

★
電
話
は
、
日
祭
日
や
、
夜
間
も

O
K
で
す
。

☆
新
米
の
ご
贈
答
利
用
も
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

〒０１０－０４４５

秋田県南秋田郡大潟村西１丁目４の７

黒 瀬 正・友 基
TEL:0185-45-3088 FAX:45-2887

E-mail: akita@kurose.com Web: 提携米 黒瀬農舎 検 索 お餅やリンゴ、手作り味噌などのご注文ありがとうございました。
☆特にご指定のないご自宅用のお餅などは、お米と同送中です。

☆お餅などのお歳暮発送は、特にご指定のない場合は、１２月上旬にお届け予定。

☆リンゴは、１２月上旬に・・・・手作り味噌、大豆は1月下旬以降 のお届です。

発送時期や方法の変更は早めにご連絡をお願いします。

ブナ植え無事完了！ ご参加・ブナ券カンパ感謝！

植栽の日は最高の好天でした。雪や雨の年もあるブナ植え、
でも、今年の文化の日は、素晴らしい小春日和でした。2018.11.03撮影

暗渠など年内の仕事も目途が立ちました。
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